
平和の尊さを再認識

　11月30日、中央公民館第1学習室で、広島県から北
川建次さんを招き、被爆体験者講演会が行われました。
　10歳のときに広島で被爆した体験を、日本各地で語
り伝えている北川さん。参加者は、当時の様子を描い
た絵や写真をもとに語られたその悲惨さを、沈痛な面
持ちで聞き入っていました。
　講演会終了後、図書館脇の植え込みに被爆アオギリ
の苗木を植樹。被爆しても翌年に新芽を付け、広島の
人々に生きる希望を与えたアオギリの子孫を植えたこと
で、平和への意識をさらに高めることができました。

忍城おもてなし甲冑隊が
「第1回県おもてなし大賞」特別賞を受賞

　11月28日、浦和コルソで「第1回県おもてなし大賞」の表彰式
が行われ、このたび特別賞を受賞した忍城おもてなし甲冑隊が
出席しました。
　「県おもてなし大賞」とは、埼玉県が観光客らに対して心のこ
もったおもてなしをしている企業や団体、個人を表彰するもの
です。忍城おもてなし甲冑隊は、忍城址などでの演舞披露や記
念撮影を行うなど「独自のおもてなし」で、観光客に行田でのひ
とときを楽しんでもらえるように取り組んだことが評価されま
した。これからも甲冑隊は、さらに磨きをかけた「おもてなし」
で行田を訪れる観光客の皆さんをお迎えします。
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写真館

いにしえの物語を語る

　11月23日、産業文化会館で「浅野温子よみ語り 行田公
演」が行われました。
　この公演は、古くから語り継がれてきた日本独自の物語
を現代的に脚色し、女優・浅野温子さんが語るものです。
今回は、阿村礼子さんの脚本「神々のものがたり」シリー
ズから、コノハナサクヤヒメとイワナガヒメの生涯を優しく
切なく、時に激しく語りました。
　感情豊かに全身全霊で表現する浅野さん。その姿に、
会場を訪れた誰もが圧倒されるとともに、改めて日本古来
の物語の素晴らしさを堪能していました。

気軽に生の音楽と触れ合える場として

　11月26日、行田音楽家協会による市役所ロビー
コンサートが行われました。
　同協会は、クラシックを中心に「落葉松」など6曲
を披露しました。マリンバやピアノの音色にのせて
響き渡る歌声に、来庁者はうっとりとした様子。気
軽に生の音楽と触れ合える場として、誰もがリラッ
クスして優雅な時間を過ごしていました。

大豆を身近に感じて

　12月11日、南小学校の5年生を対象に、行田市民大学同
窓会1期生教育グループの皆さんによるオリジナル食育紙芝
居「大豆の話」の披露が行われました。
　この紙芝居は、健康に良いとされる大豆について見直し、
日々の食事に取り入れてもらおうと制作されたもの。歴史や
栄養素など、大豆に関する知識を盛り込んだストーリーに、
子供たちからは「絵も楽しくて分かりやすかった」「豆腐が食
べたくなった」と大好評。また、行田在来青大豆を実際に手
にして眺めるなど、子供たちにとって大豆を身近に感じるこ
とができた貴重な体験となりました。

思いが込められたたすきをつなぐ

　11月24日、総合公園自由広場および周回コースで
「第57回浮き城のまち駅伝大会」が開催され、3,090
メートルコースに20チーム、1,150メートルコースに
65チームが参加しました。
　仲間の思いが込められたたすきを次の選手につなご
うと、最後まで諦めずに力走する選手たち。ゴールした
後は、全員で健闘をたたえ合い、さらなる絆を深めて
いました。

パワーアップした
ぎょうだ“夢”まつりに誰もが大満足

　11月23日、古代蓮の里で「2013ぎょうだ“夢”まつり」が
行われました。
　食・農業・環境の祭典として開催されたこのイベントに、
市内外から3万8,000人が訪れました。昨年に引き続きゼリー
フライ総選挙、Ｂ級ご当地グルメ大会、農業祭、環境フェスタ
などが行われた他、県立松山女子高等学校書道部が華麗な
パフォーマンスを披露するなど、より一層充実した内容とな
りました。今回初開催となったゼリーフライ大食い大会では、
出場した選手らに観客から大きな声援が送られ、会場は大盛
り上がり。
　見応え、食べ応えがあるイベントに、来場者は満足してい
る様子でした。

242014. 1 　市報 ぎょうだ



平和の尊さを再認識

　11月30日、中央公民館第1学習室で、広島県から北
川建次さんを招き、被爆体験者講演会が行われました。
　10歳のときに広島で被爆した体験を、日本各地で語
り伝えている北川さん。参加者は、当時の様子を描い
た絵や写真をもとに語られたその悲惨さを、沈痛な面
持ちで聞き入っていました。
　講演会終了後、図書館脇の植え込みに被爆アオギリ
の苗木を植樹。被爆しても翌年に新芽を付け、広島の
人々に生きる希望を与えたアオギリの子孫を植えたこと
で、平和への意識をさらに高めることができました。

忍城おもてなし甲冑隊が
「第1回県おもてなし大賞」特別賞を受賞

　11月28日、浦和コルソで「第1回県おもてなし大賞」の表彰式
が行われ、このたび特別賞を受賞した忍城おもてなし甲冑隊が
出席しました。
　「県おもてなし大賞」とは、埼玉県が観光客らに対して心のこ
もったおもてなしをしている企業や団体、個人を表彰するもの
です。忍城おもてなし甲冑隊は、忍城址などでの演舞披露や記
念撮影を行うなど「独自のおもてなし」で、観光客に行田でのひ
とときを楽しんでもらえるように取り組んだことが評価されま
した。これからも甲冑隊は、さらに磨きをかけた「おもてなし」
で行田を訪れる観光客の皆さんをお迎えします。

Gyoda City Photo Studio
2014

写真館

写真館

いにしえの物語を語る

　11月23日、産業文化会館で「浅野温子よみ語り 行田公
演」が行われました。
　この公演は、古くから語り継がれてきた日本独自の物語
を現代的に脚色し、女優・浅野温子さんが語るものです。
今回は、阿村礼子さんの脚本「神々のものがたり」シリー
ズから、コノハナサクヤヒメとイワナガヒメの生涯を優しく
切なく、時に激しく語りました。
　感情豊かに全身全霊で表現する浅野さん。その姿に、
会場を訪れた誰もが圧倒されるとともに、改めて日本古来
の物語の素晴らしさを堪能していました。

気軽に生の音楽と触れ合える場として

　11月26日、行田音楽家協会による市役所ロビー
コンサートが行われました。
　同協会は、クラシックを中心に「落葉松」など6曲
を披露しました。マリンバやピアノの音色にのせて
響き渡る歌声に、来庁者はうっとりとした様子。気
軽に生の音楽と触れ合える場として、誰もがリラッ
クスして優雅な時間を過ごしていました。

大豆を身近に感じて

　12月11日、南小学校の5年生を対象に、行田市民大学同
窓会1期生教育グループの皆さんによるオリジナル食育紙芝
居「大豆の話」の披露が行われました。
　この紙芝居は、健康に良いとされる大豆について見直し、
日々の食事に取り入れてもらおうと制作されたもの。歴史や
栄養素など、大豆に関する知識を盛り込んだストーリーに、
子供たちからは「絵も楽しくて分かりやすかった」「豆腐が食
べたくなった」と大好評。また、行田在来青大豆を実際に手
にして眺めるなど、子供たちにとって大豆を身近に感じるこ
とができた貴重な体験となりました。

思いが込められたたすきをつなぐ

　11月24日、総合公園自由広場および周回コースで
「第57回浮き城のまち駅伝大会」が開催され、3,090
メートルコースに20チーム、1,150メートルコースに
65チームが参加しました。
　仲間の思いが込められたたすきを次の選手につなご
うと、最後まで諦めずに力走する選手たち。ゴールした
後は、全員で健闘をたたえ合い、さらなる絆を深めて
いました。

パワーアップした
ぎょうだ“夢”まつりに誰もが大満足

　11月23日、古代蓮の里で「2013ぎょうだ“夢”まつり」が
行われました。
　食・農業・環境の祭典として開催されたこのイベントに、
市内外から3万8,000人が訪れました。昨年に引き続きゼリー
フライ総選挙、Ｂ級ご当地グルメ大会、農業祭、環境フェスタ
などが行われた他、県立松山女子高等学校書道部が華麗な
パフォーマンスを披露するなど、より一層充実した内容とな
りました。今回初開催となったゼリーフライ大食い大会では、
出場した選手らに観客から大きな声援が送られ、会場は大盛
り上がり。
　見応え、食べ応えがあるイベントに、来場者は満足してい
る様子でした。

25



広　場

 

長
野 

野
中
せ
き
子

定
年
の
顔
が
集
ま
る
植
木
市

 

中
里 

鯨　

美
智
子

北
国
の
雪
の
か
お
り
の
便
り
あ
り

 

藤
原
町 

上
原
ミ
サ
子

ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
色
あ
ざ
や
か
に
乱
舞
し
て

 

忍 

飯
島　

素
子

一
歩
づ
つ
落
葉
踏
み
し
む
登
山
道

 

谷
郷 

冨
山　

由
喜

時
雨
る
る
や
聖
天
の
彫
鮮
や
か
に

 

桜
町 

新
井　

道
江

高
々
と
柚
の
実
た
わ
わ
庭
と
も
す

 

持
田 

田
子　

敏
枝

雨
し
と
ど
耐
え
る
野
菊
の
い
と
お
し
く

 

荒
木 

国
島　

初
江

作
り
手
の
自
信
あ
ふ
れ
る
菊
花
展

 

城
西 

鈴
木　

正
夫

一
人
居
の
心
揺
さ
ぶ
る
帰
り
花

 
天
満 

青
柳　

欣
吾

腰
痛
を
宥
め
な
だ
め
つ
障
子
張
り

 

旭
町 

大
川　

和
子

一
輪
の
桔
梗
に
茶
室
凜
と
す
る

 

城
南 

関
口　
　

操

琴
の
音
の
も
れ
来
し
庭
に
冬
牡
丹

 

富
士
見
町 

森　
　

節
子

通
学
の
子
等
に
ま
つ
わ
る
枯
落
葉

 

長
野 

吉
野　

ら
ん

枯
一
葉
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
つ
く
ば
い
に 

 

城
南 

千
代
田
富
子

枯
す
す
き
風
の
誘
い
に
そ
っ
気
な
く

 

城
西 

西
田
吉
之
助

縁
側
に
猫
と
仲
よ
く
日
向
ぼ
こ

 

城
南 

町
田　

達
男

宿
下
駄
に
足
を
と
ら
れ
る
霜
夜
か
な

 

持
田 

田
中　

和
夫

古
希
迎
え
喪
葉
書
多
き
年
の
暮

 

荒
木 

蛭
間
し
げ
子

文
化
祭
男
カ
レ
ー
に
列
を
な
す

 

谷
郷 

斉
藤　
　

勲

古
墳
か
ら
古
墳
に
登
る
小
春
か
な

　
　
　
　
　
　
（
三
沢　

一
水　

監
修
）

第
22
回
国
連
子
供
環
境
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
テ
ス
ト
の

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
部
門
で
2
位
を
受
賞

吉
田
光あ

き

甫ほ

さ
ん
（
15
歳
・
門
井
町
）

　
「
生
命
の
源
﹃
水
﹄
～
そ
れ
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
？
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
第
22
回
国
連
子
供
環
境
ポ
ス
タ
ー
原
画

コ
ン
テ
ス
ト
。
今
月
は
、
1
1
0
カ
国
の
子
供
た
ち
が
応

募
し
た
全
69
万
7
千
8
7
6
作
品
の
中
か
ら
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
部
門
で
2
位
に
輝
い
た
吉
田
光
甫
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　

気
付
け
ば
ペ
ン
を
握
っ
て
い
る
ほ
ど
、
絵
を
描
く
こ
と

が
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
吉
田
さ
ん
。
中
学
校
で
は

美
術
部
員
と
し
て
部
活
動
に
励
む
傍
ら
、
生
徒
会
の
文

化
局
長
を
務
め
、
月
1
回
発
行
す
る
生
徒
会
新
聞
の
4

こ
ま
漫
画
の
制
作
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
中
学
1
年
生

の
と
き
で
し
た
。
第
21
回
の
募
集
チ
ラ
シ
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
過
去
の
受
賞
作
品
を
見
て
「
同
年
代
な
の
に
、
こ
ん

な
に
き
れ
い
な
色
使
い
が
で
き
る
な
ん
て
」
と
衝
撃
を
受

け
た
そ
う
で
す
。「
私
も
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
応
募
を
決
意
。
そ
し
て
、
海
の
水
質
汚
染
を
題
材

に
作
品
を
描
き
、
国
内
部
門
中
学
校
の
部
で
佳
作
を
受

賞
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
環
境
問
題
へ
の
関
心
も
高
ま

り
、
皿
洗
い
を
す
る
と
き
に
油
を
流
さ
な
い
よ
う
注
意

す
る
な
ど
、
特
に
「
水
」
に
つ
い
て
注
目
す
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
第
22
回
の
募
集
テ
ー
マ
が
発
表
さ

れ
た
平
成
24
年
9
月
、
日
ご
ろ
か
ら
抱
い
て
い
た
水
へ

の
思
い
を
表
現
し
よ
う
と
、
部
活
動
の
時
間
を
利
用
し

て
何
案
も
構
図
を
描
き
始
め
ま
し
た
。

　

先
生
や
友
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
半
年
の
月

日
を
費
や
し
て
大
作
が
完
成
。配
色
に
特
に
こ
だ
わ
り
、

納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
塗
り
直
し
た
そ
う
で
す
。「
自

然
も
生
き
物
も
、
水
を
通
じ
て
共
存
し
て
い
る
。
私
た

ち
も
、
尊
い
命
の
源
で
あ
る
﹃
水
﹄
を
き
れ
い
に
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
―
」
水
の
星
「
地
球
」
に
浮
か
ぶ

砂
（
水
）
時
計
を
中
心
に
、
自
然
や
生
き
物
に
恵
み
を

与
え
な
が
ら
循
環
す
る
水
の
様
子
が
美
し
い
色
合
い
で

描
か
れ
た
作
品
に
は
、
吉
田
さ
ん
の
強
い
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
世
界
中
の
人
に
作
品
を
見
て
も
ら
え
る
よ
う
、
も

っ
と
大
き
な
目
標
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
次
の
コ

ン
テ
ス
ト
へ
の
意
気
込
み
を
語
る
吉
田
さ
ん
。「
育
っ
た

環
境
や
言
語
は
違
っ
て
も
、
そ
の
人
の
考
え
を
感
じ
取

れ
る
の
が
絵
の
す
ご
い

と
こ
ろ
。
い
つ
か
、
国

境
を
越
え
て
自
分
の

気
持
ち
を
伝
え
ら
れ

る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

に
な
り
た
い
な
」
若
き

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
輝

か
し
い
未
来
へ
向
か
っ

て
こ
れ
か
ら
も
歩
み
続

け
ま
す
。

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書

　で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

俳
句

第22回国連子供
環境ポスター原
画コンテストの
アジア太平洋地
域部門で2位を受
賞した作品

（所蔵：総合地球
環境学研究所（京
都府））
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か
よ
く
ね
♪
」

田
島
　
東と

空あ

ち
ゃ
ん
（
野
）

平
成
25
年
1
月
30
日
生
ま
れ

●父 

桂
介
さ
ん
●母 

由
佳
利
さ
ん

「
癒
し
を
ど
う
ぞ
♡
」

　

断
熱
・
調
湿
な
ど
に
優
れ
、
健
康

で
快
適
な
居
住
環
境
を
提
供
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
木
造
建
築
。
そ
の
主

要
構
造
部
分
に
必
要
不
可
欠
と
さ
れ

る
木
材
・
建
材
の
販
売
や
加
工
・
工

事
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
昭
和
25
年

創
業
の
島
崎
木
材
株
式
会
社
で
す
。

　

同
社
で
扱
う
木
材
は
、
国
産
材
や

輸
入
材
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

年
間
約
1
万
立
方
メ
ー
ト
ル
も
の
木

材
を
仕
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
需
要
家

に
納
入
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造

用
製
材
選
別
格
付
技
士
で
あ
る
社
長

の
島
﨑
政
敏
さ
ん
は
「
お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
現
場
に
最

適
な
木
材
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
届
け
る

の
が
、
私
た
ち
の
役
割
で
す
」
と
語

り
ま
す
。

　

同
社
の
特
徴
の
一
つ
は
、
市
内
で

唯
一
自
社
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
を
保
有

し
て
い
る
こ
と
。
寄
居
町
と
下
忍
地

区
内
に
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
を
開
設

し
、
大
規
模
な
物
件
の
加
工
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
。「
プ
レ
カ
ッ
ト
」

と
は
、
住
宅
の
骨
組
み
と
な
る
部
材

を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の
プ
レ
カ

ッ
ト
マ
シ
ン
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め

切
断
や
加
工
を
行
う
こ
と
で
す
。
こ

の
技
術
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
効

率
よ
く
精
度
の
高
い
木
材
加
工
が
可

能
に
な
り
、
工
期
短
縮
も
図
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
平
成
23
年

に
は
、
最
新
の
特
殊
加
工
機
を
導
入

し
、
今
ま
で
職
人
が
手
作
業
で
し
か

行
え
な
か
っ
た
「
台
持
ち
継
ぎ
」
や

「
追
掛
け
大
栓
継
ぎ
」
と
い
っ
た
伝

統
的
な
継
手
加
工
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
取
引
先
か
ら
は
「
従

来
の
プ
レ
カ
ッ
ト
で
不
安
の
あ
っ
た

大
梁
同
士
の
接
合
強
度
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
年
に
は
神
社

仏
閣
用
の
木
材
を
扱
う
堂
宮
材
セ
ン

タ
ー
も
開
設
し
、ヒ
ノ
キ
や
ケ
ヤ
キ
、

米
ヒ
バ
の
大
木
な
ど
を
各
地
の
社
寺

の
普
請
に
納
材
し
て
い
ま
す
。

　

創
業
以
来
60
年
余
年
、
木
へ
の
変

わ
ら
ぬ
思
い
を
抱
き
つ
つ
取
り
組
み

を
続
け
る
同
社
。
今
後
は
、
寄
居
町

の
拠
点
を
生
か
し
た
埼
玉
の
木
の
拡

販
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
木
の
文
化
を
後
世

に
伝
え
る
べ
く
、
価
値
あ
る
木
材
を

世
の
中
に
送
り
出
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

島﨑木材株式会社 木の文化を後世に伝える

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。特色ある業務を行っている会社の情報を
広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

　　 会 社 プロフィー ル　　
代表取締役　島﨑政敏
事業内容　木材・新建材・住宅機
器・鋼材の販売、在来軸組みプレ
カット加工、サイディング、ＡＬＣ
の販売と工事、木工事、製材

ぎょうだの会社をぎょうだの会社を

○1月6日㈪～31日㈮に電話ま
たはEメールで広報広聴課広
報広聴担当（内線318）
※応募要領は市ホームページ
をご覧ください。

○応募者多数の場合は、2月4日
㈫午前11時から市役所２０１Ａ
会議室で公開抽選を行います。

平成25年 3月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 25年
1月生まれの
おともだち
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▼
日
時　
1
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
1
時　

▼
場
所　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ

ょ
う
だ
調
理
室　

▼
内
容　
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
寿
司
を
作
る　

▼
講
師　
行

田
市
食
生
活
改
善
推
進
員　

▼
対

象　
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

▼
定
員　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
費　
1
人
3
0
0
円　

▼
持
ち
物　
　

エ
プ
ロ
ン
、
ス
リ
ッ
パ
ま
た
は
上
履

き
、
三
角
巾
ま
た
は
バ
ン
ダ
ナ　

▼

�　

1
月
7
日
㈫
～
17
日
㈮
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ

（
1
月
14
日
㈫
は
休
館
）
※
ひ
と
と

き
保
育
（
2
歳
以
上
の
未
就
学
児
の

保
育
・
無
料
）
の
申
し
込
み
は
1
月

15
日
㈬
ま
で　

▼
問　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ

ょ
う
だ
☎
5
5
6
―
9
3
0
1

▼
日
時　
【
第
15
回
】
2
月
8
日
㈯

【
第
16
回
】
2
月
9
日
㈰
い
ず
れ
も

午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時
30
分　

▼
場
所　

消
防
本
部
第
3
会
議
室　

▼
内
容　
成
人
・
小
児
・
乳
児
に
対

す
る
心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
、
傷
病
者

管
理
法
、
外
傷
の
手
当
て
要
領
な
ど

を
取
り
入
れ
た
上
級
救
命
講
習
会

（
8
時
間
）
　
▼
定
員　
両
日
と
も
20
人

（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料　
▼
そ
の

他　
昼
食
は
各
自
で
用
意　

▼
�
・

問　
1
月
20
日
㈪
か
ら
電
話
で
行
田

市
消
防
署
☎
5
5
0
―
2
1
2
3

▼
日
時　

2
月
7
日
㈮
午
前
10
時　

▼
場
所　
南
河
原
支
所
2
階　

▼
内

容　
救
急
救
命
措
置
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
を
学
ぶ　

▼
講
師　
消
防
署
員　

▼
定
員　
20
人　

▼
参
加
無
料　
▼

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル　

▼
�
・

問　

南
河
原
隣
保
館
☎
5
5
7
―

3
3
3
4

▼
期
間　
2
月
1
日
㈯
～
28
日
㈮　

▼
場
所　
市
内
の
各
店
舗
内　

▼
内

容　
お
店
の
方
が
先
生
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
を
生
か
し
た
少

人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催　

▼

そ
の
他　

詳
細
は
行
田
商
工
会
議

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

gyoda-cci.or.jp/

）
や
新
聞
折
り

込
み
を
参
照　

▼
問　
同
会
議
所
☎

5
5
6
―
4
1
1
1

▼
日
時　
1
月
26
日
㈰
午
後
1
時
30

分
～
3
時　

▼
場
所　
中
央
公
民
館

第
2
学
習
室
（「
み
ら
い
」
内
）　

▼

内
容　

國
井
範
彰
さ
ん
（
行
田
環

境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
に
よ
る
講
演

「
太
陽
光
発
電
の
設
置
者
が
語
る
良

い
点
・
悪
い
点
」　

▼
対
象　
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼
定
員　

50
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料　

▼
主
催　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム　

▼
�
・

問　
中
村
☎
0
9
0
―
1
7
7
8
―

4
0
6
2

▼
日
時　
2
月
7
日
㈮
午
後
4
時
～

5
時
30
分　

▼
場
所　

ベ
ル
ヴ
ィ

ア
イ
ト
ピ
ア　

▼
内
容　
松
平
忠
昌

さ
ん
（
忍
藩
主
第
16
代
当
主
）
に
よ

る
講
演
「『
今
な
ぜ
藩
校
サ
ミ
ッ
ト

か
？
』
―
江
戸
時
代
の
藩
校
教
育

を
今
に
生
か
す
―
」　

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　
武
蔵
野
会
（
武
蔵
野
銀
行

行
田
支
店
内
）　

▼
�
・
問　
同
会

上
澤
☎
5
5
6
―
3
1
9
5

▼
日
時　
①
2
月
5
日
・
12
日
・
19

日　

②
3
月
5
日
・
12
日
・
19
日
※

い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午　

▼
場
所　

ミ
シ
ン
会
館
（
株
式
会

社
日
建
内
・
藤
原
町
1
―
31
―
20
）　

▼
内
容　
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
な
ど
4
種

類
の
作
品
を
作
る　

▼
対
象　
市
内

在
住
の
方　

▼
定
員　
5
人
（
先
着

順
）　

▼
参
加
費　
3
千
円
（
教
材

代
を
含
む
）　

▼
�
・
問　
行
田
商

工
会
議
所
☎
5
5
6
―
4
1
1
1

▼
日
時　
1
月
25
日
㈯
午
後
6
時
～

9
時　

▼
場
所　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
南
河
原
」
集
会
室
（
南
河

原
支
所
内
）　

▼
内
容　
吹
奏
楽
の

専
門
講
師
に
よ
る
基
礎
と
簡
単
な
曲

の
合
奏
指
導　

▼
参
加
無
料　
▼
持

ち
物　

お
持
ち
の
楽
器　

▼
主
催　

行
田
吹
奏
楽
団　

▼
そ
の
他　
詳
細

は
同
楽
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

n
ab

ec.b
f1

.jp
/g

w
o
/in

d
ex.

htm
l

）
を
参
照　

▼
問　

長
島
☎

5
5
4
―
9
8
0
0

「
今
な
ぜ
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
か
？
」

―
江
戸
時
代
の
藩
校
教
育
を

　
　
　
　
　
　
今
に
生
か
す
―

上
級
救
命
講
習
会

ミ
シ
ン
に
触
れ
て
手
作
り
の
楽
し
さ
を
！

ミ
シ
ン
教
室（
初
級
コ
ー
ス
）

吹
奏
楽
　
公
開
講
習
会

行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
16
回
公
開
学
習
会

救
急
救
命
講
座

第
4
回
プ
ロ
か
ら
教
わ
る
ま
ち

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル「
ま
ち
ゼ
ミ
」

親
子
で
作
っ
て
楽
し
く
学
ぼ
う
！

食
育
っ
て
な
あ
に
？

講
座
・
講
演
会
・
教
室

282014. 1 　市報 ぎょうだ
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▼
日
時　

2
月
14
日
㈮
午
後
1
時

30
分
～
3
時
40
分 
（
午
後
0
時
30
分

か
ら
受
け
付
け
）　

▼
場
所　
さ
い

た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

（
さ
い
た
ま
市
南
区
根
岸
1
―
7
―

1
）　

▼
内
容　
防
災
に
関
す
る
講

演
の
他
、
ブ
ー
ス
の
出
展
、
地
震
関

連
資
料
の
展
示
、
埼
玉
県
建
築
安
全

課
職
員
に
よ
る
耐
震
診
断
な
ど
を
行

い
、
地
震
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の

対
処
方
法
を
啓
発
す
る　

▼
定
員　

1
千
6
0
0
人
（
先
着
順
）　

▼
入

場
無
料　
▼
そ
の
他　
先
着
1
千
人

に
防
災
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト　

▼

問　

埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー

実
行
委
員
会
事
務
局
（
県
危
機
管

理
課
内
）☎
0
4
8
―
8
3
0
―
8

1
4
1

▼
日
時　

2
月
6
日
㈭
～
9
日
㈰

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

（
9
日
は
午
後
4
時
ま
で
）　

▼
場
所　

「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ　

▼
内
容　
絵
画
（
彫
刻

を
含
む
）、
工
芸
、
書
、
写
真
の
展

示　

▼
主
催　

行
田
市
美
術
家
協

会
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、（
公
財
）

行
田
市
産
業
･
文
化
･
ス
ポ
ー
ツ
い

き
い
き
財
団　

▼
問　
行
田
市
美
術

展
実
行
委
員
会
事
務
局
（
産
業
文
化

会
館
内
）
☎
5
5
6
―
6
3
7
1

　　

埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
の
仕
事
の

内
容
や
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
公
務
員
を
目
指

し
て
い
る
方
、
市
町
村
職
員
に
関
心

の
あ
る
方
な
ど
多
く
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　
2
月
7
日
㈮
午
後
1
時
～

4
時　

▼
場
所　
さ
い
た
ま
市
民
会

館
お
お
み
や
大
ホ
ー
ル
（
さ
い
た
ま

市
大
宮
区
下
町
3
―
47
―
8
）　

▼

内
容　
講
演
、
市
町
村
職
員
（
事
務

職
お
よ
び
建
築
職
）
に
よ
る
経
験

談
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど　

▼
定
員　

１
千
３
０
０
人　

▼
参
加
無
料　
▼

そ
の
他　
事
前
申
し
込
み
不
要
。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｍ
Ａ　

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ　

Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
」

（http://w
w
w
.hitozukuri.or.

jp/navi/event/s-forum
.php

）

を
参
照　

▼
問　
彩
の
国
さ
い
た
ま

人
づ
く
り
広
域
連
合
市
町
村
職
員
担

当
☎
0
4
8
―
6
6
4
―
6
6
8
1

▼
日
時　

2
月
4
日
㈫
午
後
1
時

30
分
～
4
時
（
午
後
0
時
30
分
か

ら
受
け
付
け
）　

▼
場
所　
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
地
下
展
示
場
（
さ

い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
―
7

―
5
）　

▼
対
象　
平
成
27
年
3
月

に
大
学
（
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

専
門
学
校
、
専
門
学
校
な
ど
を
卒

業
予
定
の
方　

▼
そ
の
他　

参
加

企
業
な
ど
詳
細
は
埼
玉
労
働
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://saitam

a-

ro
u
d
o
u
kyo

ku
.jsite.m

h
lw

.

go.jp/
）
を
参
照　

▼
問　
埼
玉
新

卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
☎
0
4
8
―

6
5
0
―
2
2
3
4
ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
行
田
☎
5
5
6
―
3
1
5
1

▼
日
時　
1
月
26
日
㈰
午
後
0
時
20

分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会

館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　
18
団
体
の
演

奏
と
「
風
に
の
せ
て
」
の
全
体
合
唱　

▼
入
場
無
料　
▼
主
催　
行
田
市
合

唱
連
盟　

▼
後
援　
行
田
市
、
行
田

市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
文
化
団
体

連
合
会　

▼
問　
長
谷
見
☎
5
5
7

―
2
6
4
7
ま
た
は
中
野
☎
5
5
6

―
5
4
0
9

▼
日
時　

1
月
29
日
㈬
午
後
0
時

30
分
～
4
時
（
正
午
か
ら
受
け
付

け
）　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化
ホ

ー
ル　

▼
内
容　
浮
城
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
員
が
踊
り
、
ダ
ン
ス
、

カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

芸
能
を
披
露
す
る　

▼
主
催　
同
連

合
会　

▼
そ
の
他　
観
覧
自
由　

▼

問　
同
連
合
会
事
務
局
（
高
齢
者
福

祉
課
内
・
内
線
2
2
3
）

▼
日
時　
2
月
3
日
㈪
【
1
回
目
】

午
後
3
時
【
2
回
目
】
午
後
5
時

（
雨
天
決
行
）　

▼
場
所　
行
田
八
幡

神
社　

▼
そ
の
他　
各
種
売
店
が
出

店
。
壇
上
か
ら
福
豆
を
ま
く
年
男
・

年
女
な
ど
を
募
集　

▼
問　
同
神
社

社
務
所
☎
5
5
4
―
5
9
2
6

イ
ベ
ン
ト

第
29
回
行
田
市
合
唱
祭

浮
城
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

“
第
2
回
い
き
い
き
芸
能
発
表
大
会
”

埼
玉
県
地
震
対
策

セ
ミ
ナ
ー

埼
玉
県
市
町
村
職
員
採
用
情
報

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
4

平
成
27
年
3
月
大
学
等
卒
業

予
定
者
企
業
説
明
会

第
16
回
記
念
公
募

行
田
市
美
術
展

節
分
祭
　
豆
ま
き
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広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
2
月
9
日
㈰
午
前
10
時
開

演　

▼
場
所　

忍
・
行
田
公
民
館　

▼
内
容　
マ
ジ
ッ
ク
、
お
話
会
、
人

形
劇　

▼
対
象　

幼
児
以
上
の
方　

▼
参
加
無
料　
▼
主
催　
こ
ど
も
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会　

▼
後

援　

行
田
市
教
育
委
員
会　

▼
問　

行
田
お
や
こ
劇
場
事
務
局
☎
0
9
0

―
3
8
1
6
―
5
3
7
4

▼
日
時　
1
月
23
日
㈭
～
26
日
㈰
午

前
9
時
～
午
後
4
時
（
23
日
は
午
前

10
時
か
ら
）　

▼
場
所　
佐
間
公
民

館
ホ
ー
ル　

▼
問　
佐
間
写
真
ク
ラ

ブ
代
表
高
澤
☎
5
5
5
―
1
3
3
5

▼
日
時　
1
月
11
日
㈯
～
13
日
㈪
午

前
10
時
～
午
後
5
時
（
11
日
は
午
後

1
時
か
ら
、13
日
は
午
後
3
時
ま
で
）　

▼
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

み
ず
し
ろ
1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内

容　
行
田
水
墨
画
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ

ー
が
描
い
た
作
品
を
展
示
す
る　

▼

入
場
無
料　

▼
問　

同
ク
ラ
ブ
代

表
田
村
☎
0
8
0
―
6
7
7
2
―

7
8
9
1

▼
日
時　
2
月
8
日
㈯
午
後
1
時
開

演　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
曲
目　
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ソ

ン
グ
」「
ウ
ィ
ン
ド
・
オ
ン
・
ザ
・

ヒ
ル
」
他　

▼
入
場
無
料　
▼
主
催　

中
央
小
学
校　

▼
後
援　
行
田
市
教

育
委
員
会
、
吹
奏
楽
部
保
護
者
会　

▼
そ
の
他　
忍
中
学
校
の
生
徒
や
中

央
小
学
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
も
出
演　

▼
問　
同
校
☎
5
5
4
―
5
5
5
1

▼
日
時　

1
月
7
日
㈫
～
2
月
28

日
㈮
午
前
9
時
～
午
後
4
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
場
所　

熊
谷
商
工
信
用
組
合
行
田
支
店
ロ
ビ

ー
（
天
満
3
―
16
）　

▼
内
容　
正

月
の
遊
び
、
す
ご
ろ
く
、
か
る
た
、

羽
子
板
な
ど
の
展
示　

▼
問　
栗
原

☎
0
9
0
―
1
5
3
5
―
4
4
6
0

幹
部
候
補
生

▼
受
付
期
間　
2
月
1
日
㈯
～
4
月

25
日
㈮　

▼
対
象　
日
本
国
籍
を
有

し
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
（
22

歳
未
満
の
方
は
、
大
学
卒
業
見
込
み

を
含
む
）
ま
た
は
大
学
院
で
学
位
を

受
け
た
方
（
取
得
見
込
み
を
含
む
）

で
、
28
歳
未
満
の
方　

▼
試
験
日　

5
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
（
11
日
は
筆

記
式
操
縦
適
性
検
査
（
パ
イ
ロ
ッ
ト

希
望
者
）
の
み
）

予
備
自
衛
官
補

▼
受
付
期
間　
1
月
8
日
㈬
～
4
月

2
日
㈬　

▼
対
象　
【
一
般
】
18
歳

以
上
34
歳
未
満
の
方
【
技
能
】
18

歳
以
上
の
方
（
保
有
す
る
技
能
に
よ

っ
て
53
歳
か
ら
55
歳
未
満
の
方
ま
で

可
）　

▼
試
験
日　
4
月
11
日
㈮
～

15
日
㈫
の
1
日　

平
成
26
年
度
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
セ

ミ
ナ
ー

▼
日
時　
①
1
月
20
日
㈪　

②
1
月

24
日
㈮
い
ず
れ
も
午
後
3
時
～
8
時　

▼
場
所　
①
越
谷
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
（
越
谷
市
南
越
谷
1
―
2
8
7
6

―
1
）　

②
狭
山
市
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
狭
山
市
入
間
川
1
―
3
―

1
）

幹
部
候
補
生
、予
備
自
衛
官
補
、自
衛

隊
幹
部
候
補
生
セ
ミ
ナ
ー
い
ず
れ
も

▼
資
料
請
求
・
問　
自
衛
隊
埼
玉
地

方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所
（
〒

3
6
0
―
0
0
3
7 

熊
谷
市
筑
波

3
―
90
―
1 

国
際
ビ
ル
2
階
）
☎

5
2
2
―
4
8
5
5

　

3
月
9
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
4

時
、
八
幡
町
通
り
で
「
第
1
回
行
田

あ
き
ん
ど
市
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
て

い
た
だ
け
る
飲
食
・
物
販
店
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
件
数　
【
飲
食
店
】
15
件

【
物
販
店
】
30
件
※
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選　

▼
�　

1
月
31
日
㈮

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

出
店
品
の
内
容
を
記
入
の
上
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
観
光
物
産

会
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。【
Ｅ

メ
ー
ル
】npo-gkb@

outlook.
jp　

▼
問　
同
物
産
会
☎
5
5
3
―

3
9
1
2

第
1
回
行
田
あ
き
ん
ど
市

出
店
者

行
田
水
墨
画
ク
ラ
ブ

展
覧
会

中
央
小
学
校
吹
奏
楽
部

演
奏
会

自
衛
官

す
ご
ろ
く
　
か
る
た
展

第
20
回
こ
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

佐
間
写
真
ク
ラ
ブ

新
春
作
品
展

募

　
　集

302014. 1 　市報 ぎょうだ



広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
2
月
15
日
㈯
午
前
9
時
～

午
後
1
時
（
午
前
8
時
30
分
か
ら
受

け
付
け
）　

▼
場
所　
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
参
加
資
格　
小
学

生
以
上
の
健
康
な
方
（
未
成
年
者

は
保
護
者
の
参
加
承
認
を
得
た
方
）　

▼
チ
ー
ム
編
成　
競
技
人
数
は
1
チ

ー
ム
13
人
と
し
、
選
手
登
録
は
18
人

ま
で
可
（
年
齢
・
性
別
は
不
問
）。

監
督
は
成
人
に
限
る
（
選
手
と
し
て

の
登
録
も
可
）　

▼
定
員　
24
チ
ー

ム
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　
1
人

2
0
0
円
（
保
険
料
、
参
加
賞
を
含

む
）　

▼
持
ち
物　
室
内
用
運
動
靴　

▼
主
催　
行
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会　

▼
共
催　
行
田
市
教
育

委
員
会　

▼
そ
の
他　
大
会
に
参
加

し
た
際
の
写
真
な
ど
は
同
協
議
会
の

活
動
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。　

▼
�　

1
月
28
日
㈫
ま
で
に

直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
た
は
行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
問　
同
課

☎
5
5
6
―
8
3
3
6

▼
日
時　
3
月
9
日
㈰
午
前
8
時
30

分　

▼
場
所　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ

行
田
ふ
れ
あ
い
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

大
会
参
加
チ
ー
ム

ー
ナ　

▼
参
加
資
格　
18
歳
以
上
の

方
（
学
生
を
除
く
）　

▼
チ
ー
ム
編

成　
1
チ
ー
ム
5
人
～
8
人
（
混
合

一
般
、
混
合
シ
ニ
ア
、
女
子
一
般
、

女
子
シ
ニ
ア
）
※
シ
ニ
ア
は
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
合
計
年
齢
が
1
7
0
歳
以
上　

▼
参
加
費　
1
人
2
0
0
円
（
保
険

代
な
ど
）　

▼
主
催　
行
田
市
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟　

▼
�
・
問　

2
月
16
日
㈰
ま
で
に
同
連
盟
会
長
成

田
☎
5
5
7
―
1
8
4
4
ま
た
は
☎

0
9
0
―
2
7
6
3
―
1
6
6
2

 　
（
一
社
）
埼
玉
県
建
築
士
事
務
所

協
会
北
埼
支
部
所
属
の
建
築
士
が
、

現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
（
主
に
木
造

2
階
建
て
の
建
物
）
に
つ
い
て
、
簡

易
な
耐
震
診
断
を
無
料
で
行
い
ま

す
。
ま
た
、
住
宅
の
建
築
や
防
火
に

関
す
る
相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　

1
月
26
日
㈰
午
前
9
時

～
正
午　

▼
場
所　

加
須
市
役
所

1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
加
須
市
下
三
俣

2
9
0
）　

▼
持
ち
物　
間
取
り
の

分
か
る
図
面
（
お
持
ち
の
方
）　

▼

主
催　

同
協
会　

▼
後
援　

行
田

市
、
埼
玉
県
他　

▼
問　
同
協
会
☎

5
5
4
―
3
2
8
1

▼
日
時　

2
月
3
日
㈪
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福

祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　

▼
内

容　
子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う

（
託
児
付
き
）　

▼
対
象　
市
内
在
住

で
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者　

▼
定

員　

30
人　

▼
参
加
費　

1
0
0

円　

▼
主
催　
行
田
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
連
合
会　

▼
後
援　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会　

▼
�
・
問　
同

協
議
会
☎
5
5
7
―
5
4
0
0

　

関
東
財
務
局
で
は
、
多
重
債
務
で

悩
ん
で
い
る
方
を
対
象
と
し
た
「
無

料
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
お
り
、

相
談
に
は
専
門
の
相
談
員
が
応
じ
て

い
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
電
話
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
相
談
時
間　
月
～
金
曜
日
の
午
前

9
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
5
時

（
祝
日
を
除
く
）　

▼
電
話
相
談
番

号
・
問　
関
東
財
務
局
多
重
債
務
相

談
窓
口
☎
0
4
8
―
6
0
0
―
1 

1

1 

3

	行田市の人口と世帯	 人口85,284人　男42,406人　女42,878人　世帯数33,777世帯
	（平成25年12月1日現在）	 11月中の異動　出生42人　転入等190人　死亡64人　転出等200人住民基本台帳人口

マ
ス
タ
ー
と
作
る

お
洒
落
な
ハ
ン
ギ
ン
グ

▼
日
時　
2
月
2
日
㈰
午
後
1
時
～

3
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館
研

修
工
作
室　

▼
内
容　
鉢
植
え
を
置

く
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
場
所
で
も
、
壁

を
利
用
し
空
間
装
飾
と
し
て
楽
し
め

る
、
寄
せ
植
え
と
は
ひ
と
味
違
っ
た

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
基
本
を

学
ぶ　

▼
講
師　

染
谷
孝
子
さ
ん

（
日
本
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
協

会
認
定
ハ
ン
ギ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
）
他　

▼
対
象　
小
学
5
年
生
年
以
上
の
方　

▼
定
員　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
費　
3
千
5
0
0
円
（
保
険
料
・

材
料
代
）　

▼
�　

1
月
18
日
㈯
午

後
2
時
～
26
日
㈰
午
後
4
時
に
同
館

窓
口
に
て
受
け
付
け

第
14
回
「
わ
が
家
の
耐
震
診

断
相
談
会
」
～
あ
な
た
の
家

は
大
丈
夫
で
す
か
～

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

借
金
の
返
済
で
悩
ん
で
い

る
方
へ

第
7
回
行
田
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
参
加
チ
ー
ム

相

　
　談

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

（公財）行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

申し込み・問い合わせ
産業文化会館
ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７
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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。
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川
の
国 

埼
玉

忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！ P.3P.3P.3観光大使と語る 行田の魅力観光大使と語る 行田の魅力観光大使と語る 行田の魅力

P.2P.2P.2年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

利 根 大 堰利 根 大 堰利 根 大 堰
ととと ねねね おおおおおお ぜきぜきぜき

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法
ほう

人
じん

水
みず

資
し

源
げん

機
き

構
こう

が管
かん

理
り

する利
と

根
ね

大
おお

堰
ぜき

は、長
なが

さ約
やく

500
メートル、12の水

すい

門
もん

などからなる堰
せき

で、昭
しょう

和
わ

43年
ねん

に完
かん

成
せい

したんだ。
　この堰

せき

は、東
とう

京
きょう

都
と

をはじめ首
しゅ

都
と

圏
けん

の水
みず

不
ぶ

足
そく

を解
かい

消
しょう

するために建
けん

設
せつ

したもので、武
む

蔵
さし

水
すい

路
ろ

や見
み

沼
ぬま

代
だい

用
よう

水
すい

路
ろ

などを通
とお

して、利
と

根
ね

川
がわ

の
水
みず

を送
おく

っているよ。ちなみに、利
と

根
ね

大
おお

堰
ぜき

から水
すい

路
ろ

に送
おく

る水
みず

の量
りょう

は
1秒
びょう

間
かん

で最
さい

大
だい

137トン、小
しょう

学
がっ

校
こう

の25メートルプールが2秒
びょう

ほどで一
いっ

杯
ぱい

になるというから、ものすごい量
りょう

だね。
　また、河

か

川
せん

敷
じき

には「大
おお

堰
ぜき

自
し

然
ぜん

の観
かん

察
さつ

室
しつ

」があって、魚
ぎょ

道
どう

をのぼる
アユやサケの様

よう

子
す

を目
め

の前
まえ

で見
み

ることができるよ。河
か

川
せん

敷
じき

から眺
なが

める利
と

根
ね

大
おお

堰
ぜき

はとても雄
ゆう

大
だい

だから、みんなで見
み

に来
き

てくださいね。

12月12日、西小学校1年生の児童が昔の遊びを体験
しました。この日、児童らが体験した遊びは「こま回し」や「羽根突き」、
「お手玉」など7種類。講師は、ＮＰＯ法人ふるさと創生クラブの皆さ
んが務めました。普段の生活では体験できない遊びとあって、興味津々
な様子の児童たち。講師の手ほどきを受けながら、元気いっぱいに昔
の遊びを堪能していました。

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

埼
玉
古
墳
群
の
規
格
、
築
造
順
序
に
つ
い
て

行田

歴
史
系
譜

10
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東
日
本
随
一
の
規
模
を
誇
る
埼
玉
古
墳
群
は
、

9
基
の
大
型
古
墳
が
密
集
し
て
築
か
れ
て
い
る

こ
と
が
特
徴
で
、
そ
の
う
ち
の
8
基
が
前
方
後

円
墳
と
呼
ば
れ
る
平
面
形
が
鍵
穴
に
似
た
形
の

古
墳
で
す
。

　

こ
の
8
基
の
う
ち
、
将
軍
山
古
墳
以
外
の
7

基
は
、
大
き
さ
は
違
う
も
の
の
形
が
似
通
っ
て

お
り
、
同
じ
規
格
に
基
づ
い
て
築
か
れ
た
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

左
の
図
は
、
こ
の
7
基
の
中
で
最
初
に
築
か

れ
た
稲
荷
山
古
墳
と
、
一
番
大
き
な
二
子
山
古

墳
の
形
を
、
そ
れ
ぞ
れ
大
阪
府
に
あ
る
大
仙
古

墳
（
仁
徳
天
皇
陵
）
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。

実
際
の
大
き
さ
（
全
長
）
は
稲
荷
山
古
墳
が
大

仙
古
墳
の
約
4
分
の
1
、
二
子
山
古
墳
が
稲
荷

山
古
墳
の
約
8
分
の
9
と
大
き
く
違
い
ま
す
が
、

形
は
よ
く
似

て
い
ま
す
。

埼
玉
古
墳
群

の
前
方
後
円

墳
の
大
半
は
、

大
仙
古
墳
と

同
じ
規
格
に

基
づ
い
て
大

き
さ
を
変
え

て
造
ら
れ
た

よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に

古
墳
の
規
格

の
点
で
も
埼
玉
古
墳
群
と
近
畿
地
方
と
の
関
連

が
う
か
が
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
の
発

掘
調
査
で
、
現
在
の
古
墳
の
形
は
築
か
れ
た
当

初
と
比
較
し
て
風
雨
な
ど
で
崩
れ
て
変
化
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
将
来
こ
う
し
た

見
解
が
変
わ
る
可
能
性
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

9
基
の
大
型
古
墳
の
築
か
れ
た
順
序
に
つ
い

て
も
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。
稲
荷
山
古
墳
が
最

初
に
築
か
れ
た
古
墳
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
定
説

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
次
に
築
か
れ
た
古

墳
が
丸
墓
山
古
墳
で
あ
る
の
か
、
二
子
山
古
墳

で
あ
る
の
か
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
二
子
山
古
墳
の
発
掘
調
査

の
成
果
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
の
古
墳
の
築
か
れ
た
順
序
に
つ
い
て

は
、
近
年
古
墳
出
土
の
埴は

に

輪わ

と
そ
の
多
く
を
焼

い
た
鴻
巣
市
の
生お

生い
ね

塚づ
か

埴
輪
窯
の
詳
細
な
分
析
・

対
比
か
ら
、
瓦
塚
古
墳
、
奥
の
山
古
墳
、
愛
宕

山
古
墳
、
将
軍
山
古
墳
、
鉄
砲
山
古
墳
、
中
の

山
古
墳
の
順
と
す
る
説
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
将
軍
山
古
墳
と
鉄
砲
山
古
墳
の
前
後
関

係
な
ど
、
未
確
定
な
部
分
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

堀
の
形
に
つ
い
て
も
、
近
年
の
発
掘
調
査
で

奥
の
山
古
墳
が
二
重
堀
、
鉄
砲
山
古
墳
が
三
重

堀
で
あ
る
こ
と
が
新
た
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
埼
玉
古
墳
群
に
つ
い
て
は
、日
々

調
査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
、
新
た
な
発
見
と
新

た
な
課
題
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

大仙古墳と稲荷山古墳、二子山古墳との墳形比較

大
仙
古
墳

大
仙
古
墳

稲
荷
山
古
墳

二
子
山
古
墳
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